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「家族支援共済」
新規加入のご案内

　家族支援共済は、「不幸な組合員とその家族を作らない」という
理念のもと、1997年にＪＲ西労組独自の共済制度として発足し、共
に働く仲間の助け合いとして、突然の不幸に見舞われたご家族を、
ＪＲ西労組の仲間で支援してきました。

メリッ
トが

いっぱ
い

JR西労組独自の共済制度

募集期間：２０２5年4月1日（火）～5月9日（金）
控除開始日：２０２5年8月給与より
申込書提出先：各級機関役員

0120-240-246
その他の照会は分会役員へお申し出ください。

受付期間：
2025年4月1日～2025年5月16日
AM9:00～PM5:00（土日祝日除く）

▼制度内容に関するご質問はこちら▼

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 助けあい　見返り求めて　何になる ］　長浦 由実さん （金沢地本・IRいしかわ出向者分会）

研修センター前での新入社員への声がけ

JR北労組 札幌支部 JR北労組 JR連合

講
義
を
行
う
中
村
業
務
部
長

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り

意
見
交
換
を
行
っ
た

世
話
役
活
動
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た

　

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、４
月
11
日

（
金
）、Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
働
組
合（
Ｊ

Ｒ
北
労
組
）札
幌
支
部
か
ら
の
要

請
を
受
け
、青
年
女
性
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ

Ｒ
連
合
青
年・女
性
委
員
会
の
仲

間
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
入

社
し
た
新
入
社
員
への
Ｊ
Ｒ
北
労

組
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
った
。

　

当
日
は
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
研
修
セ
ン

タ
ー
前
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
横

断
幕
を
掲
げ
、チ
ラ
シ
配
布
や
声
か

け
を
行
い
、Ｊ
Ｒ
連
合・Ｊ
Ｒ
北
労

組
への
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

　

新
入
社
員
は
、声
を
か
け
る
と

興
味
を
示
し
、Ｊ
Ｒ
総
連・Ｊ
Ｒ
北

海
道
労
組
の
役
員
の
制
止
を
振
り

切
り
、Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
持
ち
帰
る
、研
修
セ

ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
北
海

道
労
組
へ
の
加
入
が
自
動
的
に

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

相
談
を
受
け
る
な
ど
、Ｊ
Ｒ
連

合・Ｊ
Ｒ
北
労
組
へ
の
興
味
が

示
さ
れ
、有
意
義
な
ア
ピ
ー
ル

行
動
と
な
っ
た
。

　

な
お
、当
日
の
加
入
行
動
の

模
様
は
、Ｊ
Ｒ
総
連・Ｊ
Ｒ
北
海

道
労
組
の
異
常
性
と
共
に
、Ｊ

Ｒ
連
合
や
Ｊ
Ｒ
北
労
組
札
幌

支
部
な
ど
の
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
配

信
さ
れ
て
い
る
。（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）◀

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、民
主
化
支
援

単
組
と
し
て
引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
民
主
化
完
遂
に
向
け
て
、

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

本
社
総
支
部
で
は
、直
近
で
組

合
員
の
働
く
環
境
に
大
き
な
変

革
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
、鉄
道
本
部
が
新

大
阪
に
移
転
し
、新
大
阪
第
３
Ｎ

Ｋ
ビ
ル
に
は
、梅
田
の
本
社
ビ
ル
に

い
た
鉄
道
本
部
の
約
８
０
０
名
の

組
合
員
と
、山
陽
新
幹
線
統
括

本
部
の
間
接
部
門
約
１
５
０
名

の
組
合
員
が
本
拠
地
を
移
し

執
務
し
て
い
ま
す
。

　

本
社
ビ
ル
が
現
在
地
に
建
て

ら
れ
た
の
は
１
９
９
２
年
で
あ

り
、そ
れ
以
前
も
本
社
機
能
は

梅
田
に
あ
っ
た
た
め
、鉄
道
事

業
を
統
括
す
る
本
社
機
能
が

梅
田
を
離
れ
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

新
オ
フ
ィ
ス
は
、「
将
来
の
鉄

道
を
創
り
上
げ
て
い
く
」と
い
う

気
概
を
示
す
か
の
よ
う
に
、「
Ｗｏ

ｒ
ｋ　

Ｓｍ
ｉ
ｌｅ　

Ｆ
ｉｅ
ｌ
ｄ
」

と
い
う
価
値
観
を
掲
げ
、「
挑

戦
」「
連
携
」「
自
立
性
」を

テ
ー
マ
と
し
、こ
れ
ま
で
の
当

社
と
は一
線
を
画
し
た
思
想

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば「
Ａｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ

Ｂａｓｅ
ｄ　

Ｗｏｒ
ｋ
ｉｎｇ

（
適
業
適
所
）」と
い
う
考
え
方
を

取
り
入
れ
、フ
ロ
ア
の
設
計
や
什

器
の
配
置
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
け
、

オ
フ
ィ
ス
内
で
の
部
署
横
断
で
の

完
全
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
を
実
現

し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
員

は
、テ
レ
ワ
ー
ク
も
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、１
日
の
中
で
席
替
え
を
行

う
な
ど
、業
務
に
応
じ
柔
軟
に
働

い
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、新
オ
フ
ィ
ス
は
ま
だ

稼
働
を
始
め
た
ば
か
り
で
、梅
田

に
残
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門

と
の
距
離
感
や
、オ
フ
ィ
ス
の
使
い

勝
手
の
課
題
、地
方
機
関
と
の
距

離
感
な
ど
、手
探
り
の
状
況
で
す

が
、こ
の
オ
フ
ィ
ス
は
、本
社
総
支

部
の
組
合
員
に
よ
る
努
力
と
挑

戦
が
結
実
し
た
成
果
で
あ
る
こ

と
を
評
価
し
、安
全
を
基
盤
と
し

た
次
代
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
創
造

に
向
け
、組
合
員
と
と
も
に
前
向

き
な
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　〈
本
社
総
支
部
発
〉

　

中
央
本
部
は
、３
月
30
日

（
日
）、鳥
取
支
部
と
鳥
取
支
部

内
の
各
分
会
を
対
象
に
、「
中
央

本
部
組
織
オ
ル
グ（
鳥
取
地

区
）」を
、県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
に

お
い
て
開
催
し
、米
子
地
方
本

部
、鳥
取
支
部
、各
分
会
役
員
の

約
20
名
が
出
席
し
た
。

　

中
央
本
部
を
代
表
し
て
、上

村
中
央
執
行
委
員
長
は
、２
０
２

５
春
闘
、新
規
採
用
者
へ
の
対

応
、民
主
化
闘
争
、組
織
の
充
実

に
つ
い
て
挨
拶
し
た
後
、石
田
原

部
長
よ
り
、組
織
の
充
実・強
化・

拡
大
の
取
り
組
み
や
他
労
組
の

動
向
、政
治
活
動
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
内
容
の
共
有
や
、今
後
の

支
部・分
会
に
期
待
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、各
情
勢
の

共
有
が
な
さ
れ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、分
会
役
員

か
ら
、職
場
内
で
の
他
労
組
の
動

向
や
世
話
役
活
動
の
充
実
に
向

け
て
、各
機
関
か
ら
の
事
前
質
問

内
容
を
も
と
に
、現
状
の
課
題
と

そ
の
解
決
に
向
け
て
、活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
、引
き
続
き
、組

合
員
に
寄
り
添
い
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
参
加
者

で
再
認
識
し
た
。

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

は
、４
月
13
日（
日
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、京
都
地
本
青
年
女
性
委

員
会
準
備
の
も
と
、「
第
10
回
ユ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
」を
開
催
し
、各
地
本・

総
支
部
の
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ

の
約
50
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て

李
澤
青
年
女
性
委
員
長
は
、

「
労
働
災
害
や
安
全
の
取
り
組

み
を
学
び
、考
え
る
こ
と
は
、青

年
女
性
委
員
会
の
立
場
か
ら

も
重
要
で
あ
る
。学
ぶ
こ
と
を

自
分
ゴ
ト
化
し
て
考
え
、他
系

統
の
仲
間
の

視
点
を
学

び
、自
分
の

命
や
周
り
の

仲
間
の
命
、

そ
し
て
、お
客
様
の
命
を
守
る
た

め
に
、ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え

る
機
会
に
し
て
欲
し
い
」と
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
て
参
加
者

の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、個
人
ワ
ー
ク

と
し
て
、過
去
に
発
生
し
た
労
働

災
害
の
原
因
や
守
ら
れ
な
か
っ
た

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、個
人
で
分
析
を

行
い
、対
策
を
考
え
た
後
、グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
に
て
、意
見
交

換
を
行
っ
た
後
に
発
表
を
行
っ
た
。

　

各
班
と
も
他
系
統
の
事
象
に
つ

い
て
も
、自
職
場
で
起
こ
り
え
る

同
様
の
事
例
を
出
し
な
が
ら
、労

働
災
害
発
生
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部

中
村
業
務
部
長
よ
り
、「
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
安
全
の
取
り
組
み
」、京

都
地
本
青
年
女
性
委
員
会
中
川

原
事
務
長
よ
り「
他
企
業
か
ら
学

ぶ
安
全
の
取
り
組
み
」と
題
し
た

講
義
を
受
け
た
。

　

中
村
部
長
か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
内
で
発
生
し
て
い
る
各
事
象
や

そ
の
対
応
、ま
た
、過
日
実
施
し

た「
安
全
考
動
計
画
２
０
２
７
」

検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
の
速
報
値
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、「
安
全
お
守
り

手
帳
」の
活
用
の
必
要
性
が
話
さ

れ
た
。

　

青
年
女
性
委
員
会
中

川
原
事
務
長
か
ら
は
、航

空
業
界
が
取
り
組
ん
で

い
る
安
全
対
策
に
つい
て
、

紹
介
さ
れ
た
。

　

ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通

じ
て
、仲
間
づ
く
り
を
は

じ
め
、安
全
の
取
り
組
み

に
つい
て
も
、様
々
な
視
点

で
考
え
、取
り
組
む
重
要

性
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ

た
。

　

準
備
い
た
だ
い
た
京
都

地
本
青
年
女
性
委
員
会

の
皆
様
に
感
謝
す
る
。

鳥
取
地
区
に
て
中
央
本
部
組
織
オ
ル
グ

組
織
の
充
実
と
強
化・拡
大
に
向
け
て
認
識
を
共
有

努
力
と
挑
戦
の
成
果
で
新
オ
フ
ィ
ス
移
転

　
　
　
　
　
　
柔
軟
に
働
け
る
環
境
を
構
築
へ

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.360

民
主
化
支
援
単
組
と
し
て

　
　 

Ｊ
Ｒ
北
労
組
新
入
社
員
加
入
行
動
実
施

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会 

第
10
回
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

安
全
の
取
り
組
み
を
学
び

　
　
さ
ら
な
る
安
全
な
鉄
道
に
向
け
て
意
思
統
一

本社総支部


